
様式第１号（第４条関係）
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２■施策の担当課による評価結果　　　　　 
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１－１施策の名称

１－２担当

１－３総合計画に
おける施策の体系

１－４施策の目的

１－５総合計画に
おける基本成果指
標

今後の環境変化を踏まえた課題認識 既存事業の構成や優先順位の考え方、新規事業の必要性の考え方

　ため池は、多面的な機能の側面を有しており、各関係者と共通認識を築きながら整備していくことが必要である。今年度においても、計画通りに勅使池整備の２期事業を遂行することができた。た
だ、整備後において維持管理業務が発生するため、地域との連携が必要不可欠となってくる。

指標の定義

　河川やため池への関心度
達成率(％)実績値（単位）

担当課評価

Ａ

基本施策コード水辺空間の保全と再生

７０．０（％）　水辺の親しみやすさに対する満足度

　生活環境「安全・安心で、うるおいのあるまちづくり」

　水と緑の環境づくり

平成２２年度評価
（前期の成果）

平成２７年度評価
（全期間の成果）

目標値（単位） 実績値（単位）

１―２―１　

総合評価

Ａ

産業振興課長　成田敏和

７０．５（％）

目標値（単位）達成率(％)

１００．７（％） ７５．０（％）

　潤いのある水辺空間、安全な水辺空間の整備等により、市民が自然と触れ合う機会の場をを提供する

評価の内容

〃 〃

〃 〃
　勅使池整備の2期事業について、計画的に事業を遂行することがで
きた。

〃

施策評価票番号 5

基本成果指標名

経済建設部 評価票作成者産業振興課

〃

全期間（平成２３年度～平成２７年度）

〃

　ため池は多目的側面を有し関係者も多く共通認識が必要。

前期（平成１８年度～平成２２年度）

施策の担当課としての単年度の取り組みの自己評価
　当初計画より遅れを生じているが引き続き事業主体に働きかけてい
く。

〃

　整備後において維持管理業務が発生し将来的には地域との連携も必
要。

● 施策評価の判定基準

Ａ ： 施策の目的を効果的に達成しているので継続する

Ｂ ： 施策推進の実施手法等に改善の必要がある



３■参考情報

番号
担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価

担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価 実績値

担当課
評価

担当課
判断

優先順位
総合評価

1 Ａ 1 Ａ Ａ 1 Ａ 795(m) Ａ 1 Ａ
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施策を構成する事務事業の評価情報 　平成２０年度

事務事業名称 成果指標と最終目標値(単位) 実績値

勅使池整備事業（多自然型護岸の整備） 親水護岸整備（整備延長）　1,660(m) 255(ｍ)

　平成２1年度

実績値

122(m)

　平成２２年度


